
28 Raisers 2020. 5

委員長
藤田　　周　�情報通信エンジニアリング協会（専務

理事）

委　員
北上　茂雄　�㈱エクシオテック（安全品質管理本

部 品質管理部長）
保田　　剛　�㈱協和エクシオ（安全品質管理本部 安

全品質管理部 担当課長）
大室　政英　�㈱協和エクシオ（安全品質管理本部 技

術開発センタ 課長代理）
宮崎　武親　�日本コムシス㈱（NTT事業本部 企画

部 調査役）
柴原　一元　�㈱ミライト（安全品質管理本部 安全品

質部門 担当部長）
宮島　　康　�㈱TOSYS（NTT事業推進本部NTT事

業推進部 部長）
河田美菜子　�㈱TOSYS（NTT事業推進本部 NTT事

業推進部）
丹羽　伸治　�NDS㈱（NTT事業本部 NTT営業部

長）
加藤　光敏　�シーキューブ㈱（NTT営業本部 企画

部 部長）
榊　　敏明　�北陸電話工事㈱（経営企画本部 担当部

長）
木村　卓司　�日本電通㈱（通信事業部 アクセス統括

部 担当課長）
田邉　　努　�㈱ミライト・テクノロジーズ HRD本

部（人材開発本部） KAIZEN推進部 �
兼 関西ハイパーテクノポート担当部
長）

西本　　純　�㈱ソルコム（NTT事業本部 テクニカ
ルセンタ 研修部門長）

宮岡　宏行　�四国通建㈱（取締役 松山支店長 兼 �
NTT営業部長 兼 通信設備本部アク
セスマネジメント部長）

和田　　剛　�西部電気工業㈱（NTT事業本部 NTT
営業部 主任担当課長）

脇　　利博　�㈱SYSKEN（安全品質管理部 安全品
質管理部長）

植木　康裕　�㈱SYSKEN（安全品質管理部 担当課
長）

尾方　幸介　�㈱SYSKEN（総務部 総務部長 兼 広
報部門長）

板橋　英俊　�大和電設工業㈱（企画総務部 総務人事
部門長）

登藤　　栄　�㈱TTK（安全品質保証部 ISO推進室
長）

田中由香利　�㈱つうけん（総務人事部 担当部長）

岡田　浩司　�情報通信エンジニアリング協会（常務）
佐久間正直　�情報通信エンジニアリング協会（総務

部長）
大野　直人　�情報通信エンジニアリング協会（第一

技術部 部長）
橋本　庸士　�情報通信エンジニアリング協会（第二

技術部 部長 兼 国際連携推進室 室
長）

成瀬　　淳　�情報通信エンジニアリング協会（研修
部長 兼 東日本研修センタ所長）

清水　政仁　�情報通信エンジニアリング協会（研修
部 西日本研修センタ所長）

Raisers 編集企画委員名簿

Raisers第 68 巻 第３号（通巻第742号）　2020 年 5 月 10 日発行
■編　集　一般社団法人情報通信エンジニアリング協会　〒150−0033  東京都渋谷区猿楽町3−3
　Tel.（03）3464−3211㈹　Fax.（03）3464−3216
■発行所　一般社団法人電気通信協会　〒101−0003  東京都千代田区一ツ橋2−1−1  如水会ビルディング６階
　Tel.（03）3288−0608　Fax（03）3288−0615

（本誌掲載記事の無断転載を禁じます。）

我　　急事態宣言の中で、オフィス勤務者の在宅勤務
が要請されています。このような状況下でも作業現
場に向かわなければならない人には申し訳ありませ
んが、筆者も在宅勤務を開始して５日間ほどになり
ます。この間、心なしか業務効率が良くなった気が
します。関係者が在宅勤務でできることが制限され
たこと、それに伴いメールや電話の件数が減ったこ
と、特にメールについては目的なくCCされたメー
ルの減少が目立つこと、割り込み仕事がなくなった
こと等がその理由ではないかと思います。
　ただ、業務効率化と裏腹に運動不足感もありま
す。普段何気なくしている満員電車の通勤ですが、
駅までの往復と地下鉄の乗り換えの階段昇降で、往
復で１時間は歩いていることになり、これがなく
なったことによります。「痛勤」も役に立っている
のですね。� （I.O）

　　が人生初めての緊急事態宣言を受けた在宅勤務
要請に応え、本誌「Raisers」の制作も自宅での対
応となりました。便利になったもので、HDDレコー
ダやWebカメラなどの乗っ取りも防いでくれる家庭
用ファイヤーウォール機器を導入していたので、セ
キュリティは万全。原稿等は、印刷会社のサーバを
介して直接入稿、受領できるため、メール添付のや
り取りよりもセキュリティは高いし、10年前では
なかなかこうはいかなかったでしょう。
　それでも最終工程の色校正の受領や戻しは、専用
紙に印刷されたもの一式を受け取り、確認後返却の
ために会社へ出社せざるを得ません。つまり、業務
遂行のために自宅以外の場所へ赴く必要のある業種
では、完全な在宅勤務は望めないと思います。それ
でもなお、外出の機会を少しでも減らせるよう知恵
を絞っていきたいものです。� （Y.H）
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